
別紙3 
 

令和元年度 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患政策研究事業） 
種々の症状を呈する難治性疾患における中枢神経感作の役割の解明と 

それによる患者ケアの向上 
分担研究報告書 

 
慢性疼痛の心療内科外来治療への愛着スタイルの影響 

 
研究分担者 細井 昌子  

九州大学病院 心療内科 診療准教授（講師） 
同病院 集学的痛みセンター 副センター長  

 
研究要旨 
我々は九州大学病院心療内科の慢性疼痛臨床において、幼少期からの生育歴に関連した対人
不信が脳機能の変化をもたらし、中枢神経感作として痛覚過敏が生じ、治療予後に関連するこ
とを観察してきた。また、難治性の慢性疼痛患者の背景として、不安定な愛着スタイルの関与
が先行研究で示唆されているが、愛着スタイルが治療の反応性に影響するかについては十分に
は検討されていない。今回我々は、愛着スタイルが心療内科外来治療の反応性と関連するか検
討した。九州大学病院心療内科の外来を継続受診した線維筋痛症以外の慢性疼痛患者63名を対
象とした。初診時に、痛みの強さ(Visual Analogue Scale: 痛みVAS)、痛みによる生活機能障
害(Pain Disability Assessment Scale: PDAS) 、愛着スタイル(Relationship Questionnaire: 
RQ)を自記式質問紙により測定した。VASとPDASは6か月後にも測定した。RQに基づく4つの
愛着スタイル（安定型、拒絶型、とらわれ型、恐れ型）別に、VASと PDASの治療前後での改善
を評価した。 
各愛着スタイルは、安定型 18名(28.6%)、拒絶型9名(14.3%)、とらわれ型8名(28.6%)、恐
れ型18名(28.6%)であった。VASについては安定型と拒絶型においてのみ有意に改善を認めた
（P＜0.05）。PDASについてはいずれの愛着スタイルにおいても改善は有意ではなかった。 
有意な疼痛強度の改善がみられた安定型と拒絶型の愛着スタイルは、いずれも自己観が肯定
的な愛着スタイルであった。自己観が否定的な場合は「ありのままでは自分は受け入れてもら
えない」と人の役に立つことを最優先し、自身の心身の状態に合致した休養がとれずに慢性疼
痛が難治化する可能性がある。 

 
Ａ．研究目的 
幼少期からの生育歴は、他者との交流の原
点になり、その後の人生に影響を与えるが、
その心理社会的因子として、近年愛着様式が
注目されている。愛着行動とは、乳幼児が危
険や不安を感じる状況に置かれた際、特定の
養育者（通常母親）に接近することで、安全感
を感じたり、不安を軽減したりする行動のこ
とである。健全な成長とともに愛着の対象が
広がり、「世の中の人は自分を助けてくれる存
在」という基本的信頼感、「自分は受け入れて
もらえる存在」という自己肯定感が育まれる。
幼少期に形成された愛着スタイルは生涯通じ
て維持され、対人関係や問題解決・ストレス
対処能力に影響し続ける。 
一方、難治性の慢性疼痛患者の背景として、
不安定な愛着スタイルの関与が先行研究で示
唆されている。九州大学病院の心療内科にお 

 
ける慢性疼痛難治例の臨床でも、幼少期から
の生育歴に関連した対人不信が脳機能の変化
をもたらし、中枢神経感作として痛覚過敏が
生じ、治療予後に関連することを観察してき
た。とくに、これまでの我々の研究で、線維筋
痛症患者において、自他否定の愛着スタイル
が関与していることを報告したが、線維筋痛
症以外の慢性疼痛において、愛着スタイルが
治療の反応性に影響するかについては、まだ
十分には検討されていない。 
そこで、線維筋痛症以外の診断を受けた慢
性疼痛難治例の愛着スタイルが、心療内科外
来治療への反応性と関連するか検討した。  
 
Ｂ．研究方法 
九州大学病院心療内科の外来を継続受診し
た線維筋痛症以外の慢性疼痛患者 63 名を対
象とした。初診時に、痛みの強さ(Visual 



Analogue Scale: 痛みVAS)、痛みによる生活
機 能障害 (Pain Disability Assessment 
Scale: PDAS) 、愛着スタイル(Relationship 
Questionnaire: RQ)を自記式質問紙により測
定した。VASとPDASは6か月後にも測定した。
RQに基づく4つの愛着スタイル（安定型、拒
絶型、とらわれ型、恐れ型）別に、VASとPDAS
の治療前後での改善を評価した。対象者には
研究の説明を文書で行い，文書で同意を得た。 
 
Ｃ．研究結果 
各愛着スタイルは、安定型 18 名(28.6%)、
拒絶型9名(14.3%)、とらわれ型8名(28.6%)、
恐れ型 18 名(28.6%)であった。VAS について
は安定型と拒絶型においてのみ、初診から 6
か月後に有意に改善を認めた（P＜0.05）(図
１)。PDASについてはいずれの愛着スタイルに
おいても改善は有意ではなかった(図2)。 
 
Ｄ．考察 
自己観が肯定的な安定型と拒絶型の愛着ス
タイルの症例で傾聴を中心とした 6 ヶ月間
(約 2 回の介入)の心身医学的治療で疼痛強度
の有意な改善がみられた。自己観が肯定的で
ある場合、痛みの背景の環境や悩みについて、
医療者に率直に自己開示することができるた
め医療者が患者の身体･心理的状態を把握し
やすいために改善しやすい可能性がある。 
他者観が肯定的ではない拒絶型は、治療者
に対しても防衛的/懐疑的であることも多い
が、良好な医師-患者関係を築くことができれ
ば、安定型と同様、提案された治療に主体的
に取り組むために、自他否定型の恐れ型より
も改善しやすいのかもしれない。 
 
Ｅ．結論 
心療内科外来で線維筋痛症以外の診断を受
けた難治性慢性疼痛患者に対する傾聴を中心
とした初期の心身医学的治療において、自己
観が肯定的な愛着スタイルである安定型と拒
絶型で有意な痛み強度の改善を認めた。 
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